
平成20年を初年度とした5年間に、16年11月洪水と同規模の集中豪雨が発生した際に、床上浸水常襲
地区に対して、床上浸水被害を概ね解消 　します。

蟹田川流域　　河川整備計画に定めた平成10年9月洪水と同規模の出水が発生しても、洪水による
　　　　　　　　　 被害を生じさせないで流下させることを目的とした河川整備と合わせ、流域が一体と
　　　　　　　　 　なったハード・ソフト対策を進めていきます。　　　　　　　　　

沖之川流域　　河川整備計画に定めた平成10年9月洪水と同規模の出水が発生しても、洪水による
　　　　　　　　　 被害を生じさせないで流下させることを目的とした河川整備と合わせ、流域が一体と
　　　　　　　　 　なったハード・ソフト対策を進めていきます。　　　　　　　　　

小笠沢川流域　 H29年3月を目途にアクションプランを引き続き実施します。

耐水壁の設置
→計画見直し

浸水センサー・水位計設置

水田貯留
計   画 A=6.9ha
整備済 H24まで A=8.0ha

久野城址南
遊水池整備実施中
H23より　
農村災害対策
整備事業にて実施

校庭貯留施設
整備済

村松西排水路の改修
計   画 L=450m
整備済 H24まで L=281m

旧国道1号
横断水路の拡張
→計画見直し

松橋川の河川改修

水田貯留(木原地区)
→実施時期の見直し

内水排除ポンプ
整備済

蟹田川の河川改修

樋管工11基

田原地区調整池
整備済

松袋井排水路の改修

設置

耐水壁
H22 計画見直し
H23 整備方針の検討

排水系統(排水先)の見直し
H24  調査設計

耐水壁設置に伴う
内水排除ポンプの設置
→計画見直し

・大谷川への逆流防止水門設置

・沖ノ川左岸堤防の嵩上げ

大谷川の河川改修
計　 画 L=260m
整備済 H24まで L=390m
H23より
農村災害対策整備事業にて実施

合流点形状の改良
整備済 H22 
　　

設置

南口駅前広場
地下調整池
整備済

校庭貯留施設
整備済

実施状況図

情報の提供、防災情報を携帯端末へ配信する『メローねっと』
サービスをはじめ、以下の多くの施策を実施しています。水害
意識の啓発を行うため、水害版図上訓練(R-DIG)、ハザードマッ
プ配布、アクションプランの普及・推進、災害時要援護者対策を
引き続き実施していく他、河川パトロール、水防演習の実施等、
水防活動の充実、地域コミュニティの構築を行っています。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

沖之川の維持浚渫
整備済 H24までV=1,900m
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大谷川の河川改修
計　 画 L=260m
整備済 H24まで L=390m
H23より
農村災害対策整備事業にて実施

水田貯留
計   画 A=6.9ha
整備済 H24まで A=8.0ha

久野城址南
遊水池整備実施中
H23より　
農村災害対策
整備事業にて実施

校庭貯留施設
整備済

村松西排水路の改修
計   画 L=450m
整備済 H24まで L=281m

沖之川の維持浚渫
整備済 H24までV=1,900m

耐水壁設置に伴う
内水排除ポンプの設置
→計画見直し

・大谷川への逆流防止水門設置

・沖ノ川左岸堤防の嵩上げ

耐水壁の設置
→計画見直し

浸水センサー・水位計設置

3

http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
http://doboku.pref.shizuoka.jp/desaki/fukuroi/

<アクションプランの目標>

<アクションプランの実績>

<今後の対応>

平成20年を初年度とした5年間に、16年11月洪水と同規模の集中豪雨が発生した際に、

床上浸水常襲地区に対して、床上浸水被害を概ね解消 　します。

河川整備計画に定めた平成10年9月洪水と同規模の出水が発生しても、洪水による被害を

生じさせないで流下させることを目的とした河川整備と合わせ、流域が一体となったハード・

ソフト対策を進めていきます。

※

平成25年3月時点

合流点形状の改良
整備済 H22 
　　

による水位情報の提供、防災情報を携帯端末へ配

策を引き続き実施していく他、河川パトロール、水防

の構築を行っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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